
 

  

校長室より            第４７号 

「「「「天空高天空高天空高天空高きききき」」」」                     
 平成２５年５月１日 

 
防災訓練ー自助・共助― ４月１２日（金）に防災訓練を実施しました。 今回は第一校舎の事務室と第２校舎の生徒指導室で同時に火災が発生した。という想定で行いました。 ９日に新入生を迎えたばかりですが、災害は、いつ、どこで、発生するかわかりません。自分の命は自分で守ること(自助)が第一です。また、友達が怪我を負った場合、周りの生徒達と協力して救助すること（共助）も大切なことです。 また、新入生は避難経路を確認することも今回の目的です。 防災訓練の評価は、一人ひとりが全力で取り組めたか、が問われます。良い(○)か、悪い(×)か、しかありません。残念ながら今回の訓練は悪い（×）です。ほとんどの生徒は一生懸命に取り組んでいました。しかし、残念ながら少数ではありますが、緊張感に乏しく、私語があり、外に出たら小走りしないといけないのに、歩いている人をを見かけました。 避難の時に大切なことは、「おはしも」（お）押さない、（は）走らない、（し）しゃべらない、（も）戻らないです。危機管理の「さしすせそ」も覚えておいて下さい。「（さ）最悪の事態を想定し、（し）慎重に（す）素早く行動する。（せ）誠意をもって、（そ）組織的に対処する。」です。  災害を想定して、家庭においては、避難場所や家族との連絡方法について、もう一度確認をしておいて下さい。 

 

  

つ
ね

に
 

坂村真民  つねに 流れて いるから 川は生きて いるのだ 止まるな 滞るな つねに 動いておれ 頭も 足も 



高校高校高校高校１１１１年生年生年生年生オリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションをををを終終終終えてえてえてえて！！！！                    ４月１０日から始まった高校１年生のオリエンテー ションが、今日、無事終了しました。 オリエンテーションの最終日は集団訓練です。 いつも驚かされることがあります。午前と午後では 見違えるように変身することです。生徒一人ひとりの やる気が集まれば、集団は大きく変わります。１＋１ ＝２ですが、１＋１＝３になることもあるということ です。１＋１＝３になる集団は、集団が個人の力を１ ００％以上のものを出してくれています。そういう集 団では、授業に活気が出てきて、一人ひとりの学習意 欲が高まり、結果として、授業の内容が深化し、また 授業の進度も予定より進んだ、ということもよく聞きます。また、身体の安全を脅かされるような緊急の場合においても、敏速かつ的確に行動することができます。  明日から、平常の授業になります。このオリエンテーションで学んだことをクラスで、学年で、生かしていくためには、自らが何をすべきかを考え、一歩進んで行動することが大切です。    

ちょっとちょっとちょっとちょっと面白面白面白面白いいいい話話話話！！！！                    若葉の緑が目を楽しませてくれる美しい季節になり                             ました。我が家の食卓には、竹の子やワラビ等の旬な 食材がのぼり、より一層食が進みます。 現在、日本の食文化を世界遺産に登録しようとの動 きが本格化しています。 近年、日本食レストランは米国で１万５千軒余、フ ランスで約千軒、英国で５百軒に上ります。（日本貿易 振興機構（ジェトロ）の調べ） 日本食の魅力は、盛りつけの美しさ、多様な食材の 豊かさ、健康的な栄養バランス、季節感の演出の妙な ど多彩です。さらに、接客マナーにおける、流れるよ うな所作の美しさや細やかな心遣いが、日本の食文化                      

                     
 



の奥深さをさらに盛り上げます。 いまや、外国の料理メニューに、ＤＡＳＨＩ（だし）、ＵＭＡＭＩ（うまみ）、ＳＡＫＥ（酒）やＳＹＯＨＹＵ（醤油）などの用語がごく自然に飛び交っているそうです。 世界遺産への登録は、日本人自身が日本の食文化の伝統を改めて振り返り、その豊かさや繊細さを誇りに感じ、未来にどうつなぎ、残していくかを考える、良い機会だと思います。 
いつかいつかいつかいつか大人大人大人大人になったときにになったときにになったときにになったときに・・・・・・・・・・・・ （月刊プリンシパル５月号 例話より） ５月の第２日曜日は、母の日ですね。みなさんはお母さんに対して、何かお礼の言葉を言いますか。手紙など、ささやかな贈り物を考えている人もいるのではないでしょうか。八木重吉という詩人がいました。学校の先生をしながら詩を作っていました。この人に、「母をおもう」という詩があります。こんな詩です。  けしきが あかるくなってきた 母をつれててくてくあるきたくなった 母はきっと 重吉よ重吉よといくどでもはなしかけるだろう   どんな情景が、浮かびましたか。  詩に出てくる、母をつれててくてく歩きたくなった重吉という人は、一体何歳ぐらいの人を思い浮かべますか。きっと、みなさんよりも年上の人ではないかと思うのですが、どうでしょうか。そうだとしますと、このお母さんは一体いくつぐらいなのでしょうか。みなさんはどんな年齢の人を想像しますか。おそらく、みなさんのお母さんよりも、ずっと上の年齢のお母さんなのではないでしょうか。  さて、いま頭の中で、みなさん自身が小さかったころのことを思ってみましょう。お母さんに連れられて買い物に行ったり、散歩したりしたときのことを。そのころは、まったく立場が違ってしまっている詩ですね。お母さんをつれて歩くのは、子どもの自分なのですから。  みなさんの中には、身長でお母さんと並んだり、もう追い越してしまった人もいますね。身長だけではありません。深い内容の学問を身につけたり、スポーツや体力でも上を行ったりと、たくさんの面で大きくなっていくでしょう。  今は、お母さんと話しをすることについて、うるさく感じたり、わざと避けたりす挨拶は、人間らしく生きるための基本である                      元プロ野球選手・監督 野村克也 



るような気持ちがあるかもしれません。ですが、いつかみなさんが大人になったときに、年を重ねたお母さんを連れて歩きたい気持ちが生まれてくれば、こんなうれしいことはありません。そんな大人に、みなさんが育ってくれることを、心から願いたいと思います。 
一般常識テスト(朝テスト)にチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ！！！！     久しぶりになりますが、昭和５７年(１９８２年)に付属中学１年生～３年生を対象に実施された一般常識テストです。昨年亡くなられた第２代山本真喜雄校長先生が作成されました。７２点以上が２９名。内訳は９２点（１名）、８８点（２名）、８４点（３名）、８０点（４名）、７６点（７名）、７２点（１２名）でした。当時在籍していた保護者の方が多数おられます。家族でチャレンジしてみてください。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


